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１．はじめに 
 徳島大学理工学部では毎年 8 月上旬に地域
貢献として「科学体験フェスティバル in 徳













































   
(a)       (b)     (c) 
図１ グリーンクロマキーによる合成例 
(a)スタジオ撮影，© PictureYouth [CC BY 2.0] 
(b)背景画像，© Nicholas A. Tonelli from Pennsylvania, USA[CC BY 2.0] 
(c)合成画像，© PictureYouth [CC BY 2.0] 
 
 






























































図５ OBS Studio 





























































して画面共有する技術で Mac では Syphon，
Win なら Spout という技術である。私の開発
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分かった。OBS で Syphon や Spout を将来的
にも取り扱わないという記事を見かけたので
OBS では NDI 一択のようだ。それならば Pro












・Windows パソコン 1 台 










・Processing addon Minim 
・Processing addon Spout 
・OpenBroadcastStudio(OBS ) 

















更はなしで，30fps の RGBA で出力する。 






７．５ OBS 設定 
 グリーンクロマキーによる合成の説明と同
様にソースとして NDI ソースを追加してお
く。自身の PC 名と SpoutToNDI で確認した N
diソース名の組み合わせから得られる NDIソ
ース名をプロパティにて指定する。 










ocessing と OBS と SpoutToNDI である。Proce
ssing は実行形式でスケッチを指定して最小
















start taskkill /IM obs64.exe 
start taskkill /IM "Spout to NDI.exe" 
start taskkill /F /IM processing-java.exe /T 




if not "%~0"=="%~dp0.¥%~nx0" ( 





start /min C:¥Fes¥processing3¥processing-java.exe -- 
sketch= "C:¥Fes¥Data¥OBS_treasure¥Treasure" --run 
 
start /min C:¥Fes¥OBSPortable¥OBSPortable.exe --mi
nimize-to-tray --collection "2019Tresure" 
 
"C:¥Fes¥SpoutToNDI¥bin¥Spout to NDI.exe" 
 
８．体験の仕方 
 モニタの前で緑の物（オブジェクト）を手
に持ってカメラに映る。何も持たなければ自
分自身が映っているだけである。左右反転し
て鏡と同じような表示にしている。オブジェ
クトを持っていると緑色の背後に図柄がでて
くる。刻々と変化していく図柄から動くトク
ポンを見つけるようにオブジェクトを右左，
上下に移動させる。制限時間内に見つけると
達成感が得られるという体験だ。 
 オブジェクトとしては緑色の箱（仙台土産）
や Web カメラ（logicool）が入っていた箱や
緑色を印刷した紙(ラミネート加工)や緑のス
ポンジなどを用意した。 
 
９．イベントでの状況について 
 イベントにて多くの児童がブースを体験し
ていった。どのように体験するのかを掲示し
ておいたが，やはり説明が足らなくてスタッ
フが必要であった。なかには緑色の服を着て
いる児童がいておもしろい映像になってい
た。 
 問題点も色々と見つかった。私の開発環境
である居室においてはとくに緑色のオブジェ
クトは問題なく使えるものだけを厳選したつ
もりであった。設置場所が変わり，調光や部
屋自体の明るさもあり，一部でうまくクロマ
キー領域と認識されなかった。OBS のクロマ
キーの色をカスタム色にして微調整できる
が，カメラでとらえた認識する色に空間的・
時間的な影響で明るさのばらつきが大きく微
調整をしても状況は変わらない。また，ラミ
ネート加工をした紙は手軽に色々な形の透過
領域をつくれるので数種類用意していたが，
光の反射の具合によりカメラでの映像が緑に
なっていなくて白色に，つまり光の反射の色
に認識された。これについてはオブジェクト
自身を発光させるように改善予定である。 
 もう一つの問題点は児童が何気なくオブジ
ェクトをカメラ近くに持っていき画面全体を
緑にしてしまう不正をする事がある。今回は
特にカメラ前で体験していただく形だが，次
に実施する時があるなら立ち位置の場ミリを
設置予定である。 
 
１０．さいごに 
 コンテンツを完成させるための技術的な
課題が発生し，その解決方法を試行錯誤する
わけであるが，必ずしも最適なものを選べる
とは限らない。技術力と経験などでより良い
ものが選択できるようになるのだろう。今回
はかなり遠回りになったがコンテンツは作
成できた。遠回りになったからこそ新しい技
術や知見に触れる事ができた。執筆時点で他
の方法があったと自分で気づくという事で，
技術力も向上していると思いたい。 
 この報告は失敗ではないが反省点が含ま
れている。技術職員の記述する報告にはもっ
と失敗を掲載してもいいと思う。失敗をしな
いで成功するという事は優秀な技術者か，冒
険・チャレンジをしていない人ではないだろ
うか。私自身には馬鹿な失敗も多いのだが，
読者の方には笑っていただき，参考にできる
ところは参考にしていただければ幸いであ
る。 
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